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タイヤの粒塵を見逃すな

私は中学校教師の頃、卒業時に「卒業論文」を書かせていた。なにかと落ち着かない時

期だが生徒達は「大学並みだ」と誇らしげに真剣に取り組んだ。書籍や雑誌の受け売りが

ほとんどで論文とはいえないが、多くの「論文」を読まなければならない私が一番勉強に

なったようだ。それらは宝物として保存している。

今だに忘れられない「論文」も少なくない。その一つに「日本のクルマ社会について」

と題するA、 K君のものがある。いくつかの問題の一つに「タイヤの摩耗した部分はどこ

へ行く？」を挙げている。以下にその要旨。

「今まであまり話題にならなかったし、ほとんどの人が何気なく見逃してきた事だと思

う。『ドライバー』誌によると、タイヤは3つの形態となって変化する。①まるで糸くず

（といっても簡単には見えない）のようなものがタイヤからはぎ取られる。②さらに小さ

な粒子となり粒塵となる。③高速摩耗による高熱で気化してしまう。そして粒塵が大気汚

染の原因になっている。その量は年間30万トンにもなるという。そしてその中にゴムだ

けでなく、カーボンや硫黄さらに鉛などの重金属などが含まれているという。そうなると

人体への害が問題になる。自動車が走り始めてから今までの間に発生した粒塵の量は、は

かりしれないと思う。排気ガスと同時にこれからも大きな関心をもっていかなければなら

ない問題だと思う｡」

この｢論文｣は1981年3月のものだ｡以後､ほぼ30年間にクルマは飛躍的に増加した。

にもかかわらずA.K君が指摘したタイヤ粒塵への「大きな関心」はどこへいったのだろう

か。

いまハイブリット車や電気自動車が大きな関心事となっている。CO2など排気ガスを

減らすか、出さないから環境にやさしいという。だがこれらもタイヤで走るのだ。

［付記]電気の多くはまだCO2を排出してつくられている。それならばというので、い

まになって再び原子力発電がクローズアップされてきた。タイヤの問題と並んで、環境問

題の危険な落とし穴である。 （槐一男）
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